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会　　　　計 歳　　入 前年度比 歳　　出 前年度比

一 般 会 計 33 億 8,442 万円 － 2.0％ 31 億 　877 万円 － 3.8％

国民健康保険事業費特別会計 4 億 7,265 万円 － 8.4％ 4 億 4,540 万円 － 13.4％

簡 易 水 道 事 業 費 特 別 会 計 1 億 8,420 万円 ＋ 11.8％ 1 億 8,375 万円 ＋ 11.9％

特 定 環 境 保 全 下 水 道 事 業
特 別 会 計 3 億 1,835 万円 － 4.0％ 3 億 1,674 万円 － 4.0％

簡易排水施設事業特別会計 138 万円 － 37.0％ 133 万円 － 37.8％

農業集落排水事業特別会計 5,115 万円 － 2.9％ 5,083 万円 － 2.9％

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
（ 保 険 事 業 勘 定 ） 3 億　179 万円 ＋ 1.3％ 2 憶 9,583 万円 ＋ 2.1％

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
（ 介 護 サ ー ビ ス 事 業 勘 定 ） 127 万円 ＋ 13.0％ 127 万円 ＋ 18.7％

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2,494 万円 ＋ 5.6％ 2,472 万円 ＋ 5.1％

に重点 一般会計の歳出決算

31億877万円前年度比3.8％減

その他（自主財源）
9,146万円（2.7%）

繰越金
2億2,217万円

（6.6%）

県支出金
2億2,831万円

（6.6％）

その他（依存財源）
6,945万円（2.1％）

村債
4億30万円

（11.8％）

国庫支出金
2億3,048万円

（6.8％）

地方交付税
15億106万円

（44.4%）

繰入金
1億355万円

（3.1%）

村税
5億3,764万円
　　（15.9%）

人件費
4億9,918万円（16.1%）

普通建設事業費
5億1,664万円

（16.6%）

繰出金
3億1,877万円

（10.3%）

扶助費
1億6,818万円 

（5.4%）

その他
2億8,858万円 

（9.3％）

補助費等
5億448万円
 （16.2％）

維持補修費
8,455万円（2.7％）

物件費
3億3,757万円 （10.9％）

災害復旧事業費
100万円（0.0％）

公債費
3億8,982万円 

（12.5%）

歳　入

歳　出

●決算の状況
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区　　分 25 年度 24 年度 比　　較 指   標   の   概   要

財 政 力 指 数 0.262 0.267 -0.005
地方公共団体の財政上の能力を示す指数
で、この指数が「1」に近いほど財政力
が強いとされている。

実 質 収 支 比 率 12.7％ 10.6％ +2.1％
地方公共団体の決算剰余、または欠損の
状況を財政規模との比較で表したもの。

経 常 収 支 比 率 80.9％ 83.5％ -2.6％
財政構造の弾力性を示すもので、この比
率が高いほど経常剰余財源が少なく、財
政の硬直度が進んでいることを示す。

実質公債費比率 11.4％ 11.9％ -0.5％
一般財源総額に占める公債費に充当され
た割合で、比率が高いほど、財政の硬直
性の高まりを示す。

復興推進25年度25年度
決算

その他（自主財源）
9,146万円（2.7%）

繰越金
2億2,217万円

（6.6%）

県支出金
2億2,831万円

（6.6％）

その他（依存財源）
6,945万円（2.1％）

村債
4億30万円

（11.8％）

国庫支出金
2億3,048万円

（6.8％）

地方交付税
15億106万円

（44.4%）

繰入金
1億355万円

（3.1%）

村税
5億3,764万円
　　（15.9%）

人件費
4億9,918万円（16.1%）

普通建設事業費
5億1,664万円

（16.6%）

繰出金
3億1,877万円

（10.3%）

扶助費
1億6,818万円 

（5.4%）

その他
2億8,858万円 

（9.3％）

補助費等
5億448万円
 （16.2％）

維持補修費
8,455万円（2.7％）

物件費
3億3,757万円 （10.9％）

災害復旧事業費
100万円（0.0％）

公債費
3億8,982万円 

（12.5%）

歳　入

歳　出

財政指標の状況

●一般会計決算の状況
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一
般
会
計
に
お
い
て
、
毎
年

支
出
し
て
い
る
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐

梯
へ
の
管
理
業
務
委
託
金
１
，

９
０
０
万
円
は
、
村
民
の
た
め
に

な
っ
て
い
な
い
支
出
で
あ
る
と
考

え
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
支
出

は
認
め
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
一
般
会
計
の
決
算

認
定
に
つ
い
て
反
対
す
る
。

小 

椋   

元 

議
員

反対
討論

　

９
月
定
例
会
は
９
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で

の
４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
に
、「
平
成
25
年
度
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て
」

の
報
告
を
受
け
、そ
の
後
、一
般
質
問
を
行
い
、

２
名
の
議
員
が
、
村
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
は
、
初
日
に
引
き
続
き
、
２
名

の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
そ
の
後
、
条

例
案
１
件
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
８
件
、

補
正
予
算
案
２
件
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

第
３
日
目
に
は
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
案
件
、
議
案
等
の
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、、各
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
、

討
論
、
採
決
を
行
い
、
11
議
案
に
つ
い
て
原

案
の
と
お
り
可
決
し
、
追
加
提
出
さ
れ
た
人

事
案
件
１
件
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
書
２
件
に
つ
い
て
原
案
の
と

お
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
期
定
例
会
の
傍
聴
者
は
７
人
で

し
た
。 ９

月
定
例
会
あ
ら
ま
し

【
９
月
定
例
会
提
出
議
案
の
概
要
】

議
案
第
47
号

　
　
北
塩
原
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
に
基
づ
き
平
成
27
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
軽
自
動

車
税
の
税
率
引
き
上
げ
等
所
要
の
改
正

議
案
第
48
号
～
議
案
第
55
号
ま
で
は
平
成
25
年
度
決
算
認
定

　
（
前
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

議
案
第
56
号

　
　
平
成
26
年
度
北
塩
原
村
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業
１
１
２
万
円

　

社
会
保
障
・
税
番
号
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
１
９
６
万
３
千
円

　

公
共
施
設
維
持
管
理
事
業
１
３
２
万
３
千
円

　

安
全
で
快
適
な
住
宅
改
善
事
業
２
０
０
万
円

　

道
路
維
持
補
修
工
事
８
７
４
万
７
千
円

　

裏
磐
梯
小
学
校
フ
ェ
ン
ス
改
修
工
事
４
４
９
万
２
千
円

　

さ
く
ら
幼
稚
園
改
修
工
事
１
，
８
７
１
万
６
千
円
等

　

総
額
４
，
９
６
７
万
円
の
増
額
補
正

議
案
第
57
号

　
　
平
成
26
年
度
北
塩
原
村

　
　
　
　
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

　

平
成
25
年
度
事
業
精
査
に
係
る
支
払
基
金
の
返
還
金
92
万
３
千
円

議
案
第
48
号　

 

平
成
25
年
度

　
北
塩
原
村
一
般
会
計

　
　
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て
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◎審　議　結　果　一　覧
　■ 9月定例会　　　○：賛成　×：反対　　議長は採決には加わらない

議案番号

若
林
　
幸
子

蟹
巻
　
尚
武

五
十
嵐
力
雄

大
竹
　
良
幸

小
椋
　
　
元

相
原
　
和
之

五
十
嵐
正
典

五
十
嵐
善
清

遠
藤
　
春
雄

小
椋
　
義
正

遠
藤
　
祐
一

小
椋
　
　
眞

議決結果
（賛成：反対）

議案第47号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１１：０）

議案第48号 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１０：１）

議案第49号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１１：０）

議案第50号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１１：０）

議案第51号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１１：０）

議案第52号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１１：０）

議案第53号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１１：０）

議案第54号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１１：０）

議案第55号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１１：０）

議案第56号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１１：０）

議案第57号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１１：０）

議案第58号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 同意（１１：０）

意見書第3号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１１：０）

意見書第4号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１１：０）

議 案 第47号　北塩原村税条例の一部を改正する条例
議 案 第48号　平成25年度北塩原村一般会計歳入歳出決算認定について
議 案 第49号　平成25年度北塩原村国民健康保険事業費特別会計歳入歳出決算認定について
議 案 第50号　平成25年度北塩原村簡易水道事業費特別会計歳入歳出決算認定について
議 案 第51号　平成25年度北塩原村特定環境保全下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
議 案 第52号　平成25年度北塩原村簡易排水施設事業特別会計歳入歳出決算認定について
議 案 第53号　平成25年度北塩原村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について
議 案 第54号　平成25年度北塩原村介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について
議 案 第55号　平成25年度北塩原村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
議 案 第56号　平成26年度北塩原村一般会計補正予算(第3号)
議 案 第57号　平成26年度北塩原村介護保険事業特別会計補正予算(第1号)

【追加議案】
議 案 第58号　教育委員会委員の任命について（佐藤　信寛氏）

【概要】平成26年10月7日任期満了の教育委員 佐藤信寛氏（教育長）の教育委員の任命（再任）
についての同意

【追加議案（議員提出）】
意見書第 3 号　軽度外傷性脳損傷の周知及び労災認定基準の改正等を求める意見書

【概要】軽度外傷性脳損傷について、広く国民に対し周知するとともに、労災の障害（補償）年
金等が受給できるよう労災認定基準を改正することを求めるもの

【提出先】内閣総理大臣、厚生労働大臣

意見書第 4 号　被災児童生徒就学支援等臨時特例交付金による就学支援事業の継続を求める意見書
【概要】東日本大震災により被災し、平成27年度以降も就学困難な児童生徒数が相当数見込ま

れるため、被災児童生徒就学支援等臨時特例交付金による就学支援の継続を求めるもの
【提出先】復興大臣、文部科学大臣、総務大臣、財務大臣
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２
番　

蟹 

巻 

尚 

武

１ 

北
塩
原
村
制
施
行
60
周
年　

記
念
事
業
に
つ
い
て

【
問
】

①
平
成
26
年
６
月
15
日
よ
り
販
売

さ
れ
て
い
る
裏
磐
梯
ハ
ッ
ピ
ー

ト
ラ
ベ
ル
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
状

況
を
伺
う
。

　
　
今
年
度
は
残
り
半
年
程
で
あ

る
が
、
さ
ら
な
る
販
売
促
進
事

業
は
あ
る
の
か
。

②
利
用
客
や
地
元
の
取
扱
業
者
か

ら
意
見
を
求
め
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
意
見
を
求
め
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
ど
の
様
な
内
容
で
あ

る
の
か
。

一
般
質
問
1

③
来
年
度
以
降
も
こ
の
事
業
を
行

う
計
画
が
あ
る
の
か
伺
う
。
行

う
場
合
、
計
画
内
容
の
変
更
を

考
え
て
い
る
の
か
。

④
南
会
津
町
に
は
南
山
観
光
と
い

う
第
３
セ
ク
タ
ー
の
観
光
会
社

は
非
常
に
効
率
的
に
教
育
旅

行
、
修
学
旅
行
、
林
間
学
校
を

誘
致
し
て
い
る
が
、当
村
で
も
、

現
在
や
っ
て
い
る
よ
う
な
事
業

を
円
滑
化
さ
せ
る
た
め
に
、
こ

う
い
っ
た
方
法
は
考
え
て
い
な

い
の
か
。

答①
８
月
末
ま
で
の
販
売
枚
数
累
計

は
４
，
４
３
０
枚
で
あ
る
。

　
　

11
月
１
日
か
ら
第
２
期
分
と

な
る
が
裏
磐
梯
観
光
協
会
と
一

緒
に
な
っ
て
、
チ
ケ
ッ
ト
購
入

者
の
多
い
都
道
府
県
を
重
点
的

に
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し

た
広
報
、
宣
伝
活
動
及
び
販
売

促
進
を
展
開
し
て
い
く
。

②
現
時
点
で
利
用
者
や
地
元
取
扱

業
者
に
意
見
を
求
め
て
は
い
な

い
。
１
期
分
終
了
期
限
に
合
わ

せ
検
討
し
て
い
く
。

③
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
村
制
施

行
60
周
年
記
念
と
い
う
事
業
と

し
て
の
計
画
は
考
え
て
い
な

い
。

④
現
段
階
で
第
３
セ
ク
タ
ー
を
つ

く
る
考
え
は
な
い
が
、
研
究
課

題
の
一
つ
か
と
思
っ
て
い
る
。

◁
裏
磐
梯
ハ
ッ
ピ
ー
ト
ラ
ベ
ル
チ
ケ
ッ
ト
を
は
じ
め
、

　
宿
泊
客
５
万
人
増
の
た
め
更
な
る
販
促
強
化
を
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△グリーンセンターの解体予定はないのか

一
般
質
問
2

５
番　

小 

椋　

 

元

１ 

台
風
11
号
に
よ
る
稲
の
受
粉

被
害
に
つ
い
て

【
問
】
村
の
被
害
状
況
は
。

　
ま
た
、
生
産
量
が
落
ち
米
価
の
下

落
も
予
想
さ
れ
る
が
村
の
対
策
は
。

答
　

北
山
地
区
を
中
心
に
白
穂
や
変

色
籾
の
発
生
が
み
ら
れ
た
。
被
害

程
度
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
に
協

力
い
た
だ
き
調
査
を
進
め
る
。

　

大
幅
に
収
穫
量
が
落
ち
る
場
合

や
品
質
低
下
に
よ
る
大
幅
な
価
格

下
落
に
つ
な
が
る
場
合
に
は
、
減

収
分
の
補
て
ん
や
借
入
し
た
場
合

の
利
子
補
給
等
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

答
　

現
在
の
と
こ
ろ
解
体
を
予
定
し

て
い
る
公
共
施
設
は
な
い
。

　

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
企
業
誘
致
の
問
い
合
わ
せ
を

受
け
て
お
り
、
そ
の
動
向
を
見
な

が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

３ 

大
雨
、
雹ひ
ょ
うの
被
害
に
つ
い
て

【
問
】
調
査
し
た
被
害
状
況
は
。

　
早
稲
沢
の
吾
妻
川
の
河
川
へ
の

被
害
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
今
後
復
旧
さ
せ
る
場
合
、
魚
道

を
確
保
さ
せ
る
考
え
は
な
い
の

か
。答

　

８
月
１
日
、
24
日
に
大
雨
、
雹

被
害
が
発
生
し
、被
害
ほ
場
面
積
、

約
22
．
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
被
害
額

約
１
，
８
８
０
万
円
（
両
日
分
を

合
算
）
と
試
算
し
て
い
る
。

　

吾
妻
川
の
頭
首
工
に
つ
い
て
は

左
岸
の
護
岸
が
壊
れ
て
い
る
。
管

轄
し
て
い
る
農
林
事
務
所
へ
の
報

告
は
し
て
い
る
。

　

魚
道
に
つ
い
て
は
現
地
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

４ 

原
発
被
害
補
償
に
つ
い
て

【
問
】
村
の
請
求
額
と
支
払
わ
れ

た
額
は
い
く
ら
な
の
か
。

　

Ｊ
Ａ
関
係
に
つ
い
て
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　

平
成
26
年
８
月
末
現
在
で
、

請
求
の
累
計
件
数
が
約
１
，

３
８
０
件
、
請
求
金
額
の
累
計
約

64
億
６
，
６
０
０
万
円
に
対
し
、

支
払
済
み
額
が
、
累
計
件
数
で
約

１
，
２
０
０
件
、
累
計
金
額
で
約

63
億
７
，
１
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

Ｊ
Ａ
関
係
に
つ
い
て
は
平
成
26

年
９
月
１
日
現
在
で
、
請
求
金
額

８
，
５
９
２
万
５
千
円
に
対
し
、

振
込
額
は
８
，
４
０
５
万
９
千
円

で
あ
る
。

２ 

古
い
公
共
施
設
の
解
体
に
つ

い
て

【
問
】
今
年
度
よ
り
解
体
費
の
た

め
に
地
方
債
発
行
が
認
め
ら
れ
た

が
、
解
体
を
予
定
し
て
い
る
建
物

は
何
件
あ
る
の
か
。

　
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
解
体
予

定
で
は
な
い
の
か
。
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答
　

平
成
26
年
９
月
１
日
現
在
で
累

計
12
件
、
92
万
１
千
円
で
あ
る
。

　

寄
付
に
対
す
る
感
謝
と
し
て
、

１
万
円
以
上
の
方
に
は
広
報
き
た

し
お
ば
ら
を
１
年
分
、
５
万
円
以

上
の
方
に
は
広
報
に
加
え
、
会
津

山
塩
な
ど
の
特
産
品
を
贈
呈
し
て

一
般
質
問
3

９
番　

遠 

藤 

春 

雄

１ 

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

【
問
】　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
導

入
さ
れ
て
か
ら
６
年
と
な
る
が
、

こ
れ
ま
で
寄
付
し
た
方
は
何
名

で
、
寄
付
額
が
ど
の
く
ら
い
な
の

か
。

　
ま
た
、
寄
付
者
に
対
し
、
村
で

は
ど
の
様
な
特
産
品
を
贈
っ
て
い

る
の
か
。

　
こ
の
制
度
で
人
気
の
あ
る
町
村

を
調
べ
る
と
、
ど
こ
の
町
村
も
コ

メ
を
特
産
品
と
し
て
贈
っ
て
い

る
。
村
の
Ｐ
Ｒ
と
併
せ
て
、
農
家

の
支
援
と
も
な
る
と
思
う
が
村
で

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

い
る
。
10
万
円
以
上
の
方
に
は
、

広
報
と
桜
の
オ
ー
ナ
ー
の
権
利
を

贈
呈
し
て
い
る
。

　

現
在
制
度
の
見
直
し
の
必
要
性

が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、
他
町
村

の
例
も
参
考
と
し
な
が
ら
来
年
度

に
向
け
て
見
直
し
を
考
え
て
い

く
。

２ 

老
人
福
祉
対
策
に
つ
い
て

【
問
】
全
国
各
地
で
大
雨
に
よ
る

災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
国
民
の

生
活
や
家
計
を
直
撃
し
て
い
る
。

中
で
も
高
齢
者
世
帯
の
人
た
ち

は
、
こ
れ
か
ら
寒
く
な
っ
て
く
る

と
経
済
的
な
負
担
が
の
し
か
か
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
当
村
の

福
祉
増
進
に
つ
な
が
る
助
成
事
業

は
あ
る
の
か
。

　
他
市
町
村
で
実
施
し
て
い
る
よ

う
な
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世

帯
に
弁
当
を
配
布
す
る
事
業
や
一

人
暮
ら
し
の
方
が
除
雪
券
（
１
枚

５
０
０
円
程
度
）
で
実
施
で
き
る

よ
う
な
事
業
を
村
で
は
考
え
て
い

な
い
の
か
。

答
　

老
人
福
祉
対
策
の
各
種
助
成
事

業
に
つ
い
て
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ

の
助
成
、
長
寿
祝
金
の
贈
呈
、
路

線
バ
ス
運
賃
無
料
化
、
介
護
用
品

等
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
加
え
今
年
度
は
臨
時
福
祉
給
付

金
も
支
給
し
て
い
る
。
ま
た
、
冬

期
に
は
、
高
齢
者
世
帯
の
除
雪
対

策
も
行
っ
て
い
る
。

　

財
政
的
・
人
員
的
な
問
題
も
あ

る
た
め
、
実
際
に
村
で
実
施
し
て

い
る
関
係
団
体
と
協
議
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

除
雪
に
つ
い
て
も
村
の
団
体
や

地
域
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

△北塩原村ふるさとづくり寄付金のＰＲに更なる工夫を
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一
般
質
問
4

１
番　

若 

林 

幸 

子

１ 

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

【
問
】　
４
月
22
日
に
当
テ
ス
ト
が

実
施
さ
れ
た
が
、
当
村
の
結
果
及

び
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
の
た

め
に
、
ど
の
様
な
指
導
を
し
て
い

る
の
か
。

　
他
市
町
村
で
実
施
し
て
い
る
よ

う
な
数
学
の
補
習
授
業
や
、
元
教

員
の
方
や
地
域
の
方
に
お
願
い
し

た
村
独
自
の
学
習
塾
を
実
施
す
る

と
い
っ
た
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

の
か
。

答
　

小
学
校
及
び
中
学
校
の
国
語
と

算
数
、
数
学
の
学
年
別
８
科
目
の

う
ち
、
１
科
目
が
全
国
平
均
正
答

２ 

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

【
問
】
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
Ｐ

Ｒ
の
仕
方
に
つ
い
て
、
積
極
的
に

工
夫
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
内
容

に
つ
い
て
き
ち
ん
と
決
め
ら
れ
て

い
る
の
か
。

答
　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
や

チ
ラ
シ
の
設
置
等
で
お
知
ら
せ
し

て
い
る
。
寄
付
金
の
使
い
道
と
し

て
、「
自
然
景
観
や
自
然
環
境
を

守
る
」「
人
材
の
育
成
」「
村
民
と

の
協
働
に
よ
る
村
づ
く
り
」「
村

に
一
任
」
の
四
つ
の
中
か
ら
指
定

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

３ 

人
口
減
少
の
対
策
に
つ
い
て

【
問
】
人
口
減
少
は
地
方
に
と
っ

て
最
大
の
悩
み
と
な
っ
て
い
る

が
、
当
村
で
は
人
口
増
加
の
た
め

の
住
宅
用
地
確
保
の
た
め
、
土
地

調
査
費
を
予
算
化
し
て
い
る
が
、

現
時
点
で
の
調
査
結
果
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　

委
託
業
務
の
発
注
に
向
け
て
準

備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

４ 

土
砂
災
害
に
つ
い
て

【
問
】
広
島
の
土
砂
災
害
を
踏
ま

え
て
、
全
国
的
に
土
砂
災
害
危
険

個
所
、
警
戒
区
域
が
発
表
さ
れ
た

が
、
村
と
し
て
土
砂
災
害
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
考
え
で
対
応
す
る

の
か
。

答
　

村
内
に
お
い
て
も
県
が
指
定
す

る
土
砂
災
害
危
険
箇
所
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
が
あ
り
、
関
係
機
関

等
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
必
要

な
措
置
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
土
砂
災
害
の
防
止
対

策
に
つ
い
て
は
県
が
行
う
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
対
策
の
強
化
を
求

め
て
い
き
た
い
。

率
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
４
科
目
で
全

国
平
均
を
上
回
り
、
３
科
目
で
全

国
平
均
を
下
回
っ
た
。全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
８
月
29
日
に
開
催
し
た
村
学

校
教
育
指
導
委
員
会
の
中
で
も
概

要
を
説
明
し
、
今
後
の
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
力
を
高
め
る
こ
と

を
主
眼
と
し
た
指
導
に
活
か
せ
る

よ
う
、
各
校
に
お
い
て
児
童
生
徒

の
課
題
の
把
握
と
そ
の
対
応
を
指

示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

　

基
本
的
生
活
習
慣
・
家
庭
学
習

習
慣
の
確
立
と
い
う
課
題
が
明
確

に
あ
り
、
ま
ず
は
そ
の
取
組
に
力

を
入
れ
る
。
村
営
の
学
習
塾
等
に

つ
い
て
は
そ
の
後
必
要
性
を
感
じ

れ
ば
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
検
討

し
て
い
く
。

△平成26年度全国学力・学習状況調査報告書
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△京都府福知山市の棚田

△京都府伊根町の舟屋群

編  

集  

委 

員

編  

集  

委 

員

委

員

長

大

竹

良

幸

副
委
員
長

蟹

巻

尚

武

委

員

五
十
嵐
善
清

委

員

若

林

幸

子

委

員

小

椋

眞

お　知　ら　せ
次回定例会は 12月上旬頃 開会予定です。

議会傍聴、議会だよりのお問い合わせは議会事務局まで。
ＴＥＬ：（２３）３２６３　　ＦＡＸ：（２５）７３５８

◎
採
択
と
な
っ
た
も
の

○
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周
知
、
及
び

労
災
認
定
基
準
の
改
正
な
ど
を
求
め

る
陳
情

 

〈
陳
情
者
〉

大
阪
府
東
大
阪
市

　
　
　

六
万
寺
町
３
―
12
―
33

　
　

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
仲
間
の
会

　
　
　
　
　
　

代
表　

藤
本　

久
美
子

○
「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
臨
時

特
例
交
付
金
」
に
よ
る
就
学
支
援
事

業
の
継
続
を
求
め
る
陳
情
書

 

〈
陳
情
者
〉

福
島
市
上
浜
町
10
―
38

　
　

福
島
県
教
職
員
組
合

　
　

中
央
執
行
委
員
長　

角
田　

政
志

喜
多
方
市
松
山
町
大
飯
坂

　
　
　

字
東
高
儘
１
９
２
６
―
39

　
　

福
島
県
教
職
員
組
合
耶
麻
支
部

　
　
　
　
　
　

支
部
長　

小
林　

克
也

陳
情
・
請
願

　

平
成
26
年
７
月
16
日
～
18
日
の
日
程

で
、
三
常
任
委
員
会
合
同
に
よ
る
所
管
事

務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
京
都
府
福
知

山
市
で
は
棚
田
を
利
用
し
た
農
業
振
興
に

つ
い
て
、
伊
根
町
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
や
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と

し
て
選
定
さ
れ
て
い
る
舟
屋
群
の
保
存
・

利
活
用
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

当
村
で
の
取
組
が
ま
だ
足
り
て
い
な
い

所
や
、
課
題
解
決
に
向
け
て
参
考
と
な
る

よ
う
な
取
組
を
学
び
、
今
後
の
村
づ
く
り

に
生
か
せ
る
よ
う
議
会
と
し
て
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

三
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

総
務
常
任
委
員
会

　
　
【
調
査
地
】
京
都
府
伊
根
町

　
　
【
調
査
内
容
】
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
【
調
査
地
】
京
都
府
伊
根
町

　
　
【
調
査
内
容
】
文
化
財
の
保
存
・
利
活
用

　
　
　
　
　
　
　

 

に
つ
い
て

観
光
産
業
常
任
委
員
会

　
　
【
調
査
地
】
京
都
府
福
知
山
市

　
　
【
調
査
内
容
】
農
業
振
興
（
棚
田
の
利
活

　
　
　
　
　
　
　

 

用
）
に
つ
い
て


